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平
成
８
年
か
ら
エ
ゾ
鹿
食
害
対

策
と
し
て
進
め
て
い
た
鹿
柵
設
置

事
業
に
お
い
て
平
成
10
年
に
上
足

寄
牧
柵
管
理
利
用
組
合
を
立
ち
上

げ
、
組
合
長
と
し
て
、
上
足
寄
地

区
全
域
の
鹿
柵
設
置
に
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。
さ
ら
に
は
全
町
的
な
取

り
組
み
と
す
べ
く
平
成
14
年
か
ら

足
寄
町
農
協
鹿
柵
管
理
運
営
協
議

会
を
設
立
し
、
副
会
長
、
会
長
を

務
め
ら
れ
、
平
成
８
年
度
か
ら
平

成
24
年
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に
か
け
て
６
２
６
㎞
の

エ
ゾ
鹿
侵
入
防
止
柵
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等
の
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設
置
し
、
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町
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有
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獣
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抑
止
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設
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備
と
猟
友
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し
た
。
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９
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し
た
。
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９
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さ
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携
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交通安全旗波運動

　秋の交通安全運動三町タスキリレー街頭啓
発が行われ、町交通安全協会（菅原智美会長）
の会員や交通安全指導員など23人が参加しま
した。本別町からタスキが引き継がれた後、
菅原会長が「交通死亡事故ゼロの継続を今後
も推進することを決意します」と決意表明し、
参加者は旗や横断幕を手に通行する車両に交
通安全を呼び掛けました。

9/289/28

　「２０２２オンネトー物語」（町、あしょ
ろ観光協会、北海道新聞帯広支社主催）が３
年ぶりに開催され、町内外から約５００人が
訪れました。会場にはテントサウナやフェザ
ースティック作り、まき割りなどを体験でき
るワークショップの他、２人組女性デュオゆ
りずむによるコンサートが行われ、参加者は
大自然の中でアウトドアを楽しみました。

防疫体制を整える 9/299/29

２０２２オンネトー物語

三町でつなぐ交通安全9/219/21

温もりあるロゴをデザイン10/310/3

　大誉地小学校（斉藤貴史校長）で帯広人権
擁護委員協議会副会長の堀光生さんを講師に招
いて「人権教室」を開催しました。児童たち
は、障がいのあるクラスメイトへの接し方を
ドラマにしたビデオ教材「友だちの声が聞こ
える？」を視聴し、他者を思いやる気持ちと
当事者の気持ちをくみ取った接し方について
考えました。

バルーンショーを楽しむ

活動を表彰

仲良く思いやりを持って

　秋の全国交通安全運動の一環として、町と
交通安全協会、交通安全指導員が国道２４１
号線沿いで旗波キャンペーンを行い、47人が
参加しました。渡辺俊一町長は「秋は交通量
が増える季節です。参加者全員で町民の皆さ
んに交通安全を啓発していきましょう」と話
し、職員らは旗や横断幕を手に通行する車両
に交通安全を呼び掛けました。

9/299/29

　町は、足寄建設業協会（齋藤和之会長）と
「家畜伝染病発生時における支援活動に関す
る協定」を締結しました。この協定は、町内
で家畜伝染病が発生したときに家畜・農場防
疫と生産者の救済、風評被害の防止など町の
酪農・畜産の健全な発展を図ることを目的と
しており、町農業協同組合（新津賀庸組合長）
の発信などにより締結につながりました。

9/309/30
9/259/25

　４月にオープンした基幹相談支援センター
あしａｔのロゴデザインについて、管理運営
するＮＰＯ法人ママサポートえぷろん（帯谷
昭子理事長）が募集した結果、足寄高等学校
３年生の八木沼友理さんのデザインが最優秀賞
として決定し、賞状と副賞が贈呈されました。
八木沼さんは「選ばれると思っていなかったの
で、大変うれしいです」と受賞を喜びました。

　少年補導員連絡協議会会長の五十嵐健二さん

に全国少年補導栄誉銅賞、本別地方防犯協会
連合会婦人部理事の岩鼻ひとみさんに防犯功労
者表彰が伝達されました。五十嵐さんは「子ど
もたちが素直で、事件や事故などが起きなく
てよかったです」と振り返り、岩鼻さんは「子
どもたちが健やかに育ってほしいという思い
で活動してきました」と話しました。

　認定こども園どんぐり（富澤亜希子園長）
がバルーンアーティストのミリィーさんを招い
てバルーンショーを開催し認定こども園どん
ぐり園児、へき地保育所園児らが参加しまし
た。バルーンで作った大きなリーフを風で回
転させてくぐるなど、バルーンアートを楽し
みました。

10/510/5

町ホームページのあしょろルポでは、取材写真
を多数掲載しています。ぜひご覧ください。写真をご希望の方は広報広聴担当まで
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秋の味覚を楽しむ

　図書館ルイカ（原田慎一館長）で絵本作家
の高畠那生さんを招き「だるまをつくろう！」
と題して読み聞かせとワークショップを開催
し、親子や児童など50人が参加しました。ワ
ークショップではさまざまな形の段ボールの
中から気に入ったものを選び、好きな色の絵
の具で色を塗って個性豊かなだるまを作成し
ました。

10/2110/21

　全国地域安全運動実施期間に併せ、町防犯
協会（後藤次雄会長）が、町と包括連携協定
を結んでいる足寄郵便局（佐藤和洋局長）と
ヤマト運輸道東主幹支店足寄営業所（後藤浩
幸所長）に防犯蛍光反射マグネットを配布し
ました。この取り組みは郵便物や荷物の配達
時に「ながらパトロール」を実施することで、
町全体の防犯意識の向上を目的としています。

練習の成果を披露 10/2310/23

配達車両でパトロール

だるまをつくろう！10/1610/16

　町認定こども園どんぐり（富澤亜希子園長）
のぱんだ組が同園内にある畑で育てたサツマ
イモを収穫して焼き芋を作りました。
　園児らは上手に焼けたサツマイモやマシュ
マロを食べ、秋の味覚を楽しみました。

　第33回足寄町吹奏楽フェスティバル ( 町教
育委員会主催）が足寄中学校体育館で開催さ
れました。新型コロナウイルス感染症対策を
行いながら、足寄ジュニアブラスバンド、足
寄中学校吹奏楽部、足寄高等学校吹奏楽局、
足寄吹奏楽団が出演しアニメの主題歌など９
曲を演奏、最後に各団体が参加して「宝島」
が演奏されました。

10/1710/17

螺湾小学校・螺湾保育所合同学芸会 10/22螺湾小学校・螺湾保育所合同学芸会 10/22

足寄小学校学習発表会 10/20・21足寄小学校学習発表会 10/20・21

大誉地小学校・上利別保育所合同学習発表会 10/22大誉地小学校・上利別保育所合同学習発表会 10/22

芽登小学校学習発表会 10/28芽登小学校学習発表会 10/28
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鹿
児
島
県
霧
島
市
と
南
九
州
市
で
「
第
12

回
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
鹿
児
島
大
会
」
が

10
月
６
日
か
ら
10
日
ま
で
行
わ
れ
、
全
国
41

都
道
府
県
か
ら
４
３
７
頭
の
牛
が
出
品
さ
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
５
年
に
１
度
全
国
の
優
秀
な

牛
を
集
め
て
開
催
さ
れ
る
和
牛
の
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
種
牛
の
部
の
第
４
区
（
繁
殖
雌
牛
群
）
に

全
国
か
ら
選
ば
れ
た
18
組
の
北
海
道
代
表
と

し
て
出
品
し
た
大
原
裕
樹
さん
ら
の
和
牛
（
３

頭
１
組
）
が
十
勝
勢
と
し
て
過
去
最
高
の
評

価
を
受
け
、
全
国
３
位
に
あ
た
る
優
等
賞
３

席
を
獲
得
し
ま
し
た
。

第第
1212
回
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
の
第

回
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
の
第

４
区
で
優
等
賞
３
席
を
獲
得
！

４
区
で
優
等
賞
３
席
を
獲
得
！

　
大
原
さ
ん
は
「
十
勝
と
し
て
優
等
賞
３
席

以
内
を
目
指
し
て
き
た
の
で
獲
得
で
き
て
安

心
し
て
い
ま
す
。
３
月
か
ら
共
進
会
に
向
け

て
始
動
し
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
励
み
、
自
信

を
持
っ
て
大
会
に
臨
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

特
に
農
協
職
員
の
小
林
厚
貴
さん
に
は
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
で
も
サ
ポ
ー
ト
い
た
だ
き
、
常
に
一

緒
に
考
え
て
く
れ
ま
し
た
。
今
回
、
全
国
大

会
に
生
産
者
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
が
、
町

に
は
生
産
者
以
上
に
頑
張
っ
て
支
え
て
く
れ

る
人
が
い
て
、
大
会
中
も
多
く
方
に
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
た
だ
き
大
変
感
謝
し
て
い
ま
す
。

次
の
全
国
大
会
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

足
寄
高
等
学
校
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

　
９
月
27
日
か
ら
29
日
ま
で
、
足
寄
高
等
学

校
２
年
生
が
各
施
設
で
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

を
行
い
ま
し
た
。　
　

　
私
た
ち
は
総
務
課
総
務
室
で
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
を
行
い
、
広
報
広
聴
担
当
の
業
務
の

一
環
と
し
て
認
定
こ
ど
も
園
ど
ん
ぐ
り
を
取

材
し
ま
し
た
。

　
認
定
こ
ど
も
園
ど
ん
ぐ
り
で
は
、
同
校
の

３
人
が
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
行
っ
て
お
り
、

園
児
た
ち
と
カ
レ
ー
作
り
や
、
踊
り
、
散
歩

　

生
徒
の
職
業
観
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
足
寄
高
等
学
校
（
渋
谷
圭
校
長
）

２
年
生
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
（
職
業
体
験
）

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

※
以
下
の
記
事
は
足
寄
高
等
学
校
生
徒
が
取

材
の
下
、
作
成
し
た
も
の
で
す
（
職
員
が
校

正
を
行
っ
た
も
の
を
掲
載
し
て
い
ま
す
）
。

な
ど
の
仕
事
を
体

験
し
て
い
ま
し
た
。

　
体
験
し
た
生
徒

ら
は
「
将
来
、
保

育
士
な
ど
の
子
ど

も
と
関
わ
る
仕
事

に
就
き
た
い
で
す
」

「
最
初
は
緊
張
し

た
け
ど
子
ど
も
た

ち
が
た
く
さ
ん
来

て
く
れ
て
緊
張
が
和
ら
ぎ
ま
し
た
」
と
う
れ

し
そ
う
に
感
想
を
話
し
ま
し
た
。
取
材
を
通

し
て
３
人
か
ら
よ
り
一
層
、
子
ど
も
と
関
わ

る
仕
事
に
就
き
た
い
と
い
う
姿
勢
が
強
く
見

え
ま
し
た
。

　
総
務
課
総
務
室
で
は
毎
日
届
く
郵
便
物
を

整
理
し
各
課
に
届
け
る
業
務
を
体
験
し
ま
し

た
。
ま
た
庁
舎
を
見
学
し
、
町
の
情
報
管
理

に
つ
い
て
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
笹
木
春

那
さん
は
「
コ
ロ
ナ
禍
で
、
限
ら
れ
て
い
る
こ

と
が
多
い
中
、
こ
の
よ
う
な
貴
重
な
体
験
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
と
て
も
あ
り
が
た
い
で

す
」
鈴
木
こ
な
み
さん
は
「
住
民
に
は
見
え
に

く
い
役
場
の
仕
事
を
体
験
し
町
の
職
員
が
ど

れ
だ
け
大
変
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
て
よ
か

っ
た
で
す
」
と
話
し
、
沼
澤
憲
さん
は
「
役
場

に
は
想
像
以
上
に
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
が
あ
り
、

そ
の
一
部
を
体
験
し
て
知
る
こ
と
が
で
き
て

よ
か
っ
た
で
す
」

と
話
し
ま
し
た
。

　
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
を
通
じ
て
自

分
の
将
来
と
向
き

合
っ
て
、
実
現
で

き
る
よ
う
に
努
力

し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
し
た
。

足寄の化石が足寄の化石が
北海道天然記念物に指定！北海道天然記念物に指定！

◆足寄動物群束柱類化石「アショロア」と「ベヘモトプス」の化石２００点

①アショロア　ラティコスタ
・約２８００万年前の漸新世に生息し束柱類の中では最も古いもののひとつ。国内では最古。
・化石は、昭和51年（１９７６年）に茂螺湾川流域の茂螺湾層で地質調査中に大学院生（現東
京大学名誉教授の木村学さん）が発見。
・足寄で最初に発見された大型動物（または海生哺乳類）
の化石。

②ベヘモトプス　カツイエイ
・約２５００万年前の漸新世に生息。北米でも近い種
類が発見されている。
・化石は、昭和55年（１９８０年）に茂螺湾川流域の
茂螺湾層で地元の矢吹勝家さん・矢吹勝美さんが発見。

北海道天然記念物に指定された化石北海道天然記念物に指定された化石

アショロアとベヘモトプス　ここがすごい！アショロアとベヘモトプス　ここがすごい！
◇両化石とも全身骨格がほぼそろっていて、保存状態
が良い！
◇国内で発見されている束柱類の化石より一時代前の
漸新世（３３９０万年前から２３０３万年前）から発見！
◇謎の多い束柱類の起源と進化を考察する上で極めて
学術的価値が高い！
◇日本を代表する古生物として海外からも注目！

足寄動物化石博物館ではさまざまな復元骨格や復元図を展示していますので
ぜひご覧ください。「ミニ発掘」などの体験メニューもあります。

詳細　教育委員会生涯学習担当　☎２５―３１８８　　足寄動物化石博物館　☎２５―９１００

　平成30年10月10日に町文化財に指定した束柱類化石２標本（アショロアとベヘモトプス）が、　平成30年10月10日に町文化財に指定した束柱類化石２標本（アショロアとベヘモトプス）が、
９月30日に「足寄動物群束柱類化石」として、北海道天然記念物に指定されました。化石とし９月30日に「足寄動物群束柱類化石」として、北海道天然記念物に指定されました。化石とし
ての指定は、５件目の北海道天然記念物で十勝管内では初の指定となりました。ての指定は、５件目の北海道天然記念物で十勝管内では初の指定となりました。

復元図（左：ベヘモトプス、右：アショロア）

アショロア復元骨格（博物館展示室）

左から大原左から大原ささんん、みさき３５２の５号、小林、みさき３５２の５号、小林ささんん
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令和5年度の医師等修学資金修
学生を募集します

詳細・申込先　役場福祉課保健推進担当
　　　　　　　☎２５－２５７１

１応募種目
　医師１人、看護師２人
２応募資格
　将来足寄町に医師または看護師として勤務し
ようとする方
３貸付金額
　医　師：月額20万円以内
　看護師：月額10万円以内
４申込提出書類
　・申請書（様式第１号）
　・在学証明書または入学を証する書類
　・履歴書
　・健康診断書
　・申請者が足寄町以外の地に住所を有すると
　きは住民票の抄本
５償還期間
　医　師：医師免許取得後６年以上18年以内
　看護師：看護師等免許取得後３年以内
６償還猶予・償還免除
　詳細については町ホーム
ページより確認ください。⇒
７申込期限　11月30日㈬
８面接　
　12月予定※日時は別途案内します。

町長とのふれあい懇談会
中止のお知らせ

詳　細　役場総務課広報広聴担当
　　　　☎２８－３８５０

　11月に市街地等にて開催を予定しておりまし
た町長とのふれあい懇談会について、新型コロ
ナウイルス感染症の感染状況等を注視しながら、
開催する準備を進めておりましたが、参加され
る皆さんの健康面を考え、今年の開催は中止す
ることといたしました。
　懇談会は中止しますが、皆さんの声をまちづ
くりに反映させるため「みんなの広場Ａメール」
を行っていますので、気軽にお寄せください。

東京と足寄を結ぶふるさと会
中止のお知らせ

　例年、東京都にて開催をしております東京と
足寄を結ぶ・ふるさと会について、首都圏等の
新型コロナウイルス感染症の感染状況を注視し
ながら、開催する準備を進めておりましたが、
ふるさと会と相談の上、今年度の開催を中止す
ることとしました。
　来年のふるさと会は、多くの皆さんに楽しん
でいいただけるよう準備を進めてまいります。

詳　細　役場総務課広報広聴担当
　　　　☎２８－３８５０

障害者控除認定について
～障害者手帳がなくても障害者控除の対象

となる場合があります～

詳　細　役場福祉課福祉担当
　　　　☎２５－２２１６

　障害者手帳の交付を受けていない場合でも、
所得税および町道民税の障害者控除を受けるこ
とができます。
【対象者】
①65歳以上で、身体などに障がいがあると町長
が認定した方
※認定までには一定期間必要となります。
②常に就床を必要とし、複雑な介護を要する方
（寝たきりの方）

　マイナンバー総合フリーダイヤル　☎０１２０－９５－０１７８
　平日：午前９時30分～午後８時／土日祝日：午前９時30分～午後５時30分
詳細　役場住民課戸籍年金担当　☎２８－３８５６

マイナポイント対象となるマイナンバーカードの申込期限が延長されましたマイナポイント対象となるマイナンバーカードの申込期限が延長されました

特設人権相談所を開設します
～12月４日から10日は｢人権週間｣です～

詳　細　役場住民課住民生活担当
　　　　☎２８－３８５８

　釧路地方法務局帯広支局および帯広人権擁護
委員協議会では、人権週間に併せて特設相談所
を次のとおり開設します。
　新型コロナウイルス感染症感染者等に対する
偏見や差別、いじめや虐待等の子どもの人権問
題、インターネット上における誹謗中傷など、
人権に関する悩みごとや困りごとに関するご相
談に、人権擁護委員が応じます。
　相談は無料、秘密は厳守しますので、お気軽
に利用ください。
日　時　12月５日㈪ 午後１時～３時
場　所　町民センター会議室１
相談員　足寄町人権擁護委員
申込等　申し込み等は不要です

足寄都市計画等の変更のお知らせ

詳　細　役場建設課管理・都市計画担当
　　　　☎２８－３８６５

１足寄都市計画の変更について
　足寄都市計画について、10月28日付けで次の
事項を変更しました。
　①都市計画道路の変更
　②用途地域の変更
　③下水道の変更
　④土地区画整理事業の変更
　⑤汚物処理場の変更
　変更図書について、建設課建設室で縦覧でき
ます。また、変更内容は町ホームページでも確
認できます。
２都市計画区域内の白地地域の建築形態制限の
変更について
　都市計画区域内の白地地域（注①）の建築形
態制限（注②）が10月28日から変更となりました。
注①白地地域：都市計画区域内の用途地域の指
定のない区域。
注②形態制限：建築基準法の規定による容積率、
建ぺい率、道路斜線、隣地斜線に係る範囲。
　この変更は都市計画用途地域の変更に伴うも
ので、北海道都市計画審議会の議決を経て北海
道が定めるものです。変更図書は北海道および
建設課建設室で縦覧できます。また、変更内容
は町ホームページでも確認できます。

マイナンバーカード特設申請窓口
(臨時)について

　国はマイナンバーカードの取得を推進してお
り、町では多くの人にカードを取得していただ
くため、特設申請窓口を開設します。
　カードの申請は、ＱＲコード付き個人番号カ
ード交付申請書（マイナンバー通知カード）が
あれば、顔写真の撮影をするだけで簡単にでき
ます。※顔写真の持参は必要ありません。
期間：12月12日㈪～16日㈮
受付時間：午前９時～正午、午後１時～５時
場所：役場庁舎１階
必要書類：ＱＲコード付き個人番号カード交付
申請書（マイナンバー通知カード）
※マイナンバーカード通知カードの紛失等をし
て持参できない場合は、住民課戸籍年金担当で
ＱＲコード付き申請書の再発行ができます。
　なお、ＱＲコード付き申請書の再発行には免
許証等の本人確認書類が必要です。
詳　細　役場住民課戸籍年金担当
　　　　☎２８－３８５６

水道工事に係る通行制限の
お知らせ

配水管敷設替工事
工事箇所
　町道南１丁目通
工事期間
　11月中旬～
　令和５年１月31日

詳　細　役場建設課上下水道工務担当
　　　　☎２８－３８６８

足寄小学校

児
童
館

南
区
団
地

南
６
条
１
丁
目

Ashoro Information
まちのお知らせと情報

あしょろ　インフォメーション

Ashoro Information
　　　まちのお知らせと情報

あしょろ　インフォメーション

お知らせ

Ashoro

Info

お知らせ

Ashoro

Info

お知らせ

Ashoro

Info

お知らせ

Ashoro

Info

お知らせ

Ashoro

Info

お知らせ

Ashoro

Info

お知らせ

Ashoro

Info

お知らせ

Ashoro

Info
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第
８
回
九
州
大
学
大
学
院
農
学
研
究
院
と
足
寄
町

第
８
回
九
州
大
学
大
学
院
農
学
研
究
院
と
足
寄
町

の
協
力
協
定
に
基
づ
く
講
演
会
の
開
催
に
つ
い
て

の
協
力
協
定
に
基
づ
く
講
演
会
の
開
催
に
つ
い
て

 　
本
町
は
、
九
州
大
学
農
学
部
附
属
北
海
道
演
習
林
が
町
内
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
九
州
大
学

大
学
院
農
学
研
究
院
と
協
定
を
結
び
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
お
り
、
２
年
に
一
度
、

同
大
学
か
ら
そ
の
分
野
の
専
門
家
を
招
き
講
演
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
「
十
勝
の
農
業
と
食
の
未
来
」
を
テ
ー
マ
に
、
気
候
変
動
の
影
響
と
そ
れ
に
伴
う
農

業
技
術
の
進
化
や
１
０
０
年
後
の
食
糧
事
情
な
ど
に
つ
い
て
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
貴

重
な
お
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
機
会
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

講
演
１

「
気
候
変
動
と
十
勝
農
業
」　

講
師　
九
州
大
学
大
学
院
農
学
研
究
院
環
境
農
学
部
門　
教
授　
廣
田　
知
良　
氏

～
気
候
変
動
は
北
海
道
農
業
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。
特
に
道
東
（
十
勝
、
オ
ホ
ー

ツ
ク
）
の
農
業
に
焦
点
を
あ
て
て
、
こ
の
適
応
策
の
最
新
成
果
を
紹
介
し
ま
す
～

講
演
２

「
食
の
未
来
を
考
え
る
」

講
師　
九
州
大
学
大
学
院
農
学
研
究
院
生
命
機
能
科
学
部
門　
教
授　
宮
本　
敬
久　
氏

～
み
な
さ
ん
は
１
０
０
年
後
に
何
を
食
べ
て
暮
ら
し
て
い
た
い
で
す
か
？
人
類
生
存
の
た
め
に

フ
ー
ド
ロ
ス
を
減
ら
し
、
未
利
用
資
源
を
食
品
と
し
て
有
効
利
用
す
る
等
、
未
来
の
食
に
つ
い

て
考
え
ま
す
～

主　
催　
足
寄
町
・
九
州
大
学
大
学
院
農
学
研
究
院

日　
時　
12
月
２
日
㈮　
午
後
６
時
～
８
時

場　
所　
あ
し
ょ
ろ
銀
河
ホ
ー
ル
21

対　
象　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す

そ
の
他　
入
場
無
料
お
よ
び
事
前
の
申
し
込
み
等
は
不
要
で
す

詳　
細　
役
場
総
務
課
企
画
調
整
担
当　
　
　
　
　
☎
28

－

３
８
５
１

　
　
　
　
九
州
大
学
農
学
部
附
属
北
海
道
演
習
林　
☎
25

－

２
６
０
８

「温泉浴場施設」の「温泉浴場施設」の
愛称を募集します！愛称を募集します！

応募内容　施設の愛称および愛称の説明
募集期間　11月30日㈬まで
応募資格　町内在住者の方
選定基準　 簡潔明瞭で覚えやすく親しみやすい愛称、

施設機能を踏まえた愛称であること
応募方法　 応募フォームで必要事項を入力して送信ま

たは任意の用紙に応募内容に加え、氏名、
年齢、住所、電話番号、学生は学校名およ
び学年を記入のうえ、郵送またはＦＡＸ、
メールにて提出してください。

選定方法　選考委員会において決定します。
発表方法　結果は、町ホームページ等にて掲載します。
特典など　 最優秀作品および優秀作品の受賞者に賞状

と副賞を贈呈します。

その他　　
・採用作品は、必要に応じて修正や補正を行

う場合があります。
・採用作品の公表にあたっては、氏名等を公

表します。
・第三者の権利侵害などの事実が判明した場

合は、採用を取り消しするとともに、特典
について返還をしていただきます。

・１人につき３点まで応募を可能とします。
・応募に係る費用は応募者の負担とします。
・応募用紙等は返却しません。
応募フォーム

詳細・応募先　役場総務課総務担当　☎２８－２１４１
　　　　　　　FAX：２５－２４８８
　　　　　　　メール：soumu@town.ashoro.hokkaido.jp

https://logoform.jp/form/CUbk/162132
応募フォームの
利用で簡単に応
募できます！

水道料金の基本料金を減免します
　町では、新型コロナウイルス感染症の影響が長期化している中、現在の原油価格や物価の高騰に
直面している町民の皆さんの生活支援の取り組みを進めています。この取り組みの一環として、水
道料金の基本料金を４カ月間減免します。
　なお、減免に関するお手続きは不要です。

対象者
　本町の上水道、簡易水道、営農用水道、西足
寄専用水道のいずれかから給水を受けている使
用者が対象です。
※公官庁等で使用している水道は対象になりま
せん。

対象月
使用月　令和４年11月分・12月分
　　　　令和５年１月分・２月分

▼使用月の請求は翌月に行われます。
請求月　令和４年12月
　　　　令和５年１月・２月・３月

減免後の請求金額
検針の有無に関わらず、水道の基本料金が減免となります（超過料金と公共下水道料金は減免対象
外です）。なお、令和５年３月分の料金から通常の料金に戻ります。

対象外

＋　公共下水道料金基本料金　＋　超過料金

対象外

＝ ＝

減免 減免
基本料金 ＋　公共下水道料金

対象外

自家水利用世帯および法人へ給付金を支給します

　生活支援の取り組みとして、飲用水や事業用水を自らの費用で確保している世帯および法人に対
して「足寄町自家水利用世帯及び法人への給付金」を支給します。
　なお、支給には申請が必要になります。

対象要件
以下の要件を満たす世帯および法人が対象です。
・町内に住所を有する世帯および法人であり、法人は法人登記によってそれを証明できること。
・本町の上水道、簡易水道、営農用水道、西足寄専用水道のいずれも利用していないこと。

申請方法
　11月自治会回覧で配布する申請書または町ホームページから申請書をダウンロードし必要事項
を記入の上、役場建設課に提出してください。
申請期限　令和５年２月28日㈫（郵送の場合は必着となります）

詳細　役場建設課上下水道業務担当　☎２８―３８６８

【検針月】 【検針のない月】
請求金額 請求金額

水道料金 水道料金
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快
適
な
冬
を
過
ご
す
た
め

快
適
な
冬
を
過
ご
す
た
め

     
     

除
雪
作
業
に
ご
協
力
を

除
雪
作
業
に
ご
協
力
を

　 

今
年
も
雪
の
季
節
と
な
り
、
冬
期
間
の

通
勤
や
通
学
等
に
支
障
が
な
い
よ
う
生
活
道

路
の
通
行
確
保
と
安
全
な
冬
道
対
策
の
た
め

に
、
万
全
の
除
雪
体
制
で
計
画
的
に
除
雪
作

業
を
進
め
ま
す
。

　
安
全
な
除
雪
作
業
を
進
め
る
た
め
、
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

町
の
除
雪
作
業

　

 

道
路
の
除
雪
作
業
は
、
国
道
を
帯
広
開

発
建
設
部
、
道
道
を
帯
広
建
設
管
理
部
が
行

い
、
町
道
な
ど
の
道
路
や
公
共
施
設
等
の
駐

車
場
は
町
が
行
い
ま
す
。

除
雪
の
目
的

　
①
歩
行
者
や
車
両
の
安
全
な
通
行
の
確
保

　
②
安
全
で
円
滑
な
交
通
の
流
れ
の
確
保

　
③
火
災
、
そ
の
他
の
緊
急
時
に
対
応
で
き

　
　
る
道
路
の
確
保

　
④
ス
ク
ー
ル
バ
ス
路
線
の
確
保

　
⑤
へ
き
地
患
者
輸
送
バ
ス
路
線
の
確
保

　
⑥
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
（
あ
し
バ
ス
）
路

　
　
線
の
確
保

　
⑦
集
乳
車
路
線
の
確
保

　
こ
の
ほ
か
、
交
差
点
付
近
の
雪
山
に
よ
る

視
界
不
良
を
原
因
と
し
た
交
通
事
故
防
止
、

凍
結
路
面
に
よ
る
ス
リ
ッ
プ
防
止
・
転
倒
防

止
の
た
め
の
路
面
整
正
・
塩
カ
ル
砂
散
布
な

ど
で
す
。

出
動
判
断
基
準

　
降
雪
量
が
お
お
む
ね
10
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

に
達
し
た
と
き
に
出
動
し
ま
す
。
平
地
と
山

間
部
で
は
、
気
象
条
件
に
違
い
が
あ
る
た
め

状
況
に
あ
わ
せ
て
判
断
し
ま
す
。
ま
た
降
雪

量
が
多
い
と
き
や
災
害
等
が
発
生
し
た
場
合

は
昼
夜
を
問
わ
ず
出
動
し
ま
す
。

除
雪
経
路

 　
除
雪
車
ご
と
の
除
雪
路
線
に
つ
い
て
は
、

旭
町
、
南
区
、
北
区
、
西
町
、
下
愛
冠
、
郊

南
の
各
市
街
地
区
幹
線
を
除
雪
し
た
後
、
芽

登
方
面
、
上
利
別
・
大
誉
地
方
面
、
稲
牛
・

螺
湾
・
上
足
寄
方
面
へ
除
雪
に
向
か
い
ま
す
。

　
各
方
面
は
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
や
患
者
輸
送

車
、
集
乳
車
等
の
路
線
を
最
初
に
確
保
し
、

完
了
後
、
各
町
道
の
除
雪
を
行
い
ま
す
。

玄
関
先
な
ど
の
除
雪
に
ご
協
力
を

　
除
雪
車
が
通
っ
た
後
、
玄
関
先
に
雪
が
寄

せ
ら
れ
「
車
が
出
せ
な
い
」
と
い
う
声
が
あ

り
ま
す
。
除
雪
車
は
雪
を
か
き
分
け
る
こ
と

は
で
き
て
も
、
取
り
除
く
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
こ
の
た
め
、
車
道
を
確
保
す
る
た
め
に

路
上
駐
車
は
や
め
ま
し
ょ
う

　
除
雪
作
業
で
一
番
困
る
の
が
路
上
駐
車
車

両
で
す
。
路
上
駐
車
は
除
雪
作
業
に
支
障
を

き
た
し
、
吹
雪
や
夜
間
な
ど
で
は
事
故
の
恐

れ
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
歩
行
者
の
安
全
通

行
、
道
路
交
通
の
妨
げ
に
も
な
り
ま
す
。

通
学
路
の
除
雪
に
ご
協
力
を

　
児
童
・
生
徒
等
が
安
全
に
通
学
す
る
た
め
、

町
で
は
歩
道
除
雪
を
行
っ
て
い
ま
す
。し
か
し
、

全
て
の
通
学
路
を
完
全
に
除
雪
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
子
ど
も
た
ち
の
安
全
確
保
の

た
め
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

除
雪
車
に
は
近
づ
か
な
い

　
除
雪
作
業
中
は
大
変
危
険
で
す
。
除
雪
車

に
は
絶
対
近
づ
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

早
朝
の
除
雪
作
業
に
ご
理
解
を

　
除
雪
作
業
は
早
朝
か
ら
始
め
て
い
ま
す
。

騒
音
や
振
動
な
ど
に
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

道
路
の
適
正
な
使
用
に
ご
協
力
を

　
自
宅
前
や
車
庫
出
入
り
の
た
め
に
縁
石
等

に
設
置
し
て
い
る
ブ
ロ
ッ
ク
や
鉄
板
、
歩
道

上
に
設
置
し
て
い
る
の
ぼ
り
の
台
座
等
は
除

雪
車
が
故
障
す
る
原
因
と
な
る
た
め
片
付
け

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

詳　
細

　
役
場
建
設
課
車
両
室 

☎
25

－

５
４
２
０

は
歩
道
上
に
雪
を
押
し
上
げ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
出
入
り
口
な
ど
に
残
っ
て
し
ま
っ
た

雪
に
つ
い
て
は
、
家
庭
で
除
雪
さ
れ
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。 

ま
た
、
ひ
と
り
暮
ら
し

の
お
年
寄
り
宅
等
は
、
自
治
会
や
近
所
で
助

け
合
い
除
雪
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

雪
は
道
路
に
投
げ
出
さ
な
い
で

　
車
道
へ
雪
を
出
し
て
し
ま
う
と
道
路
が
凸

凹
に
な
り
、
ス
リ
ッ
プ
事
故
の
原
因
に
な
り

ま
す
。
自
宅
敷
地
内
で
処
理
で
き
な
い
雪
は

一
般
車
は
①
北
３
条
２
丁
目
、
４
ト
ン
以
上

の
大
型
車
は
②
栄
町
１
丁
目
の
雪
捨
て
場
に

捨
て
て
く
だ
さ
い
。

役場

高齢者等複合施設
むすびれっじ

←
陸
別
町

利別川雪捨て場雪捨て場
佐野川

十勝東部
森林管理署

帯広開発建設部
足寄道路事務所

←
陸
別
町

利別川

共栄町

雪捨て場

①北３条２丁目、
　東通東橋北東側

②栄町１丁目、
　利別川右岸

市街地の雪捨て場

令和４年度　全国学力・学習状況調査結果

詳　細　教育委員会教育支援担当　☎２５－３１８８

■令和４年度　全道・全国との比較（やや上回る　　　　おおむね同様　　　　やや下回る　　　　下回る　　　　）

国語 算数（数学） 理科

小６

全道 全国 全道 全国 全道 全国

中３

全道 全国 全道 全国 全道 全国

小学６年生 中学３年生
国語 〇書くこと 〇言語文化に関する事項　〇読むこと

算数 / 数学 〇データの活用 〇数と式　〇図形　〇関数　〇データの活用

理科 ※特になし 〇「粒子」を柱とする領域

■課題のある内容

■生活習慣や学習環境に関する調査

小６ 北海道 全国 中３ 北海道 全国
学校に行くのは楽しいと思いますか 92.1％ 82.0％ 85.4％ 77.8％ 80.0％ 82.9％
朝食を毎日食べていますか 84.2％ 81.5％ 84.9％ 77.8％ 77.4％ 79.9％
自分には良いところがあると思いますか 65.8％ 76.4％ 79.3％ 75.9％ 77.4％ 78.5％
将来の夢や目標を持っていますか 63.2％ 59.2％ 60.4％ 35.2％ 39.9％ 39.8％
自分でやると決めたことは、やり遂げるようにして
いますか

39.5％ 38.5％ 38.8％ 42.6％ 37.0％ 36.8％

人が困っているときは、進んで助けていますか 57.9％ 44.9％ 44.9％ 29.6％ 38.7％ 40.6％
家で、自分で計画を立てて勉強していますか（している）63.1％ 76.6％ 71.1％ 53.7％ 59.7％ 58.5％
一日当たりどれくらいの時間勉強しますか ( 小６：
30分～２時間 ) ( 中３：１～３時間 )

71.1％ 67.8％ 60.1％ 26.0％ 56.4％ 59.6％

学校の授業以外で１日あたり、全く読書をしない 34.2％ 42.4％ 41.9％ 27.8％ 41.3％ 37.9％
いじめは、どんな理由があってもいけないことだと
思いますか

100％ 97.0％ 96.8％ 96.3％ 96.1％ 98.1％

　本年４月19日に町内小学校６年生（38人）と中学校３年生（54人）を対象に国語、算数（数学）
理科に関する調査と生活習慣や学習環境等に関する質問紙調査が実施されましたので、結果を公表
します。
　全国学力・学習状況調査は、児童生徒の学力や学習状況を調査・分析し、教育施策の成果と課題
の検証・改善、また、学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てるこ
とを目的に毎年実施されています。教育委員会では、この調査結果を活用し、今後も教育の改善・
充実に努めてまいります。
　なお、調査の目的や結果は学力の特定の一部分であり、学校の教育活動の一側面であることを申
し添えます。
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詳
細

　
消
費
生
活
相
談
所 

☎
28

－

０
５
８
５

　
（
南
６

－
２　
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

　
役
場
住
民
課
住
民
生
活
担
当

 

☎
28

－

３
８
５
８

ミ
セ
ス 

ユ
ミ
子
の 

消
費
生
活
Ｑ
＆
Ａ

「思
わ
ぬ
と
こ
ろ
に
危
険
の
タ
ネ
！

子
ど
も
の
事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
！
」の
巻

第
120
回

　
皆
さ
ん
は
、
14
歳
以
下
の
子
ど
も
が
毎
年
、

窒
息
や
溺
水
な
ど
の
不
慮
の
事
故
に
よ
っ
て

２
０
０
人
ほ
ど
亡
く
な
っ
て
い
る
の
を
ご
存

知
で
し
ょ
う
か
？
消
費
者
庁
を
は
じ
め
と
す

る
関
係
機
関
で
は
こ
う
し
た
事
故
を
可
能
な

限
り
防
止
す
る
た
め
に
「
子
ど
も
を
事
故
か

ら
守
る
！
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
推
進
し
て
い

ま
す
。
今
回
は
子
ど
も
の
事
故
防
止
に
関
す

る
注
意
や
情
報
サ
イ
ト
に
つ
い
て
お
伝
え
し

ま
す
。

Ｑ
：
最
近
、
起
き
た
事
故
事
例
に
は
ど
ん
な

も
の
が
あ
り
ま
す
か
？

Ａ
：
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
が
10
月
５
日
付
け

で
乳
幼
児
に
お
け
る
事
故
の
再
発
防
止
の
た

め
【
樹
脂
製
の
折
り
た
た
み
式
踏
み
台
で
の

指
挟
み
に
注
意

－

乳
幼
児
が
手
指
の
先
を
切

断
す
る
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す

－

】
を
公

表
し
ま
し
た
。

　
事
故
内
容
は
昨
年
、
折
り
た
た
み
式
踏
み

台
に
つ
か
ま
り
立
ち
を
し
て
い
た
乳
児
が
、

折
り
た
た
み
式
踏
み
台
に
で
き
て
い
た
隙
間

に
手
指
の
先
端
が
挟
ま
れ
、
切
断
し
た
こ
と

で
す
。
折
り
た
た
み
式
踏
み
台
は
、
主
と
し

て
樹
脂
が
用
い
ら
れ
て
い
る
た
め
、
軽
く
て

簡
単
に
組
み
立
て
ら
れ
、
天
板
や
脚
部
を
折

り
た
た
ん
で
狭
い
隙
間
に
収
納
で
き
る
の
で

家
庭
で
活
用
し
て
い
る
方
も
多
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
？

　
大
人
で
は
大
事
に
至
ら
な
く
て
も
乳
幼
児

に
と
っ
て
は
大
変
危
険
な
の
で
、
使
用
後
は

乳
幼
児
が
一
人
で
出
し
入
れ
で
き
な
い
場
所

へ
保
管
す
る
な
ど
の
注
意
が
必
要
で
す
。

相
談
員
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス

　
リ
コ
ー
ル
と
は
設
計
・
製
造
上
の
過
誤
な

ど
に
よ
り
製
品
に
欠
陥
が
あ
る
こ
と
が
判
明

し
た
場
合
、
法
令
の
規
定
ま
た
は
製
造
者
・

販
売
者
の
判
断
で
、
無
償
修
理
・
交
換
・
返

金
・
回
収
な
ど
の
措
置
を
行
う
こ
と
を
い
い

ま
す
。

リ
コ
ー
ル
内
容
の
一
例

①
回
収
（
返
金
、
交
換
、
引
取
り
等
）

②
改
修
（
点
検
、
修
理
、
補
修
部
品
の
提
供

等
含
む
）

③
注
意
喚
起
（
ラ
ベ
ル
や
説
明
書
の
差
し
替

え
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
等
で
の
消
費
者
へ
の
呼

び
か
け
等
含
む
）

【
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
１
８
８
を
知
っ
て

い
ま
す
か
？
】

　
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
１
８
８
（
局
番
な

し
）
は
、
全
国
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
等
の

消
費
生
活
相
談
窓
口
の
中
か
ら
相
談
者
の
近

く
の
窓
口
を
案
内
す
る
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
で
す
。

　
消
費
生
活
相
談
し
た
い
け
れ
ど
、
ど
こ
に

窓
口
が
あ
る
か
分
か
ら
な
い
と
い
っ
た
こ
と

を
解
消
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
悪
質
商
法
の
事
業
者
か
ら
勧
誘
や
契
約
を

さ
せ
ら
れ
た
・
製
品
を
正
し
く
使
っ
て
い
た

の
に
け
が
を
し
た
な
ど
の
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル

の
情
報
提
供
や
問
い
合
わ
せ
に
活
用
く
だ
さ

い
。
全
国
ど
こ
か
ら
で
も
つ
な
が
る
消
費
者

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
「
１
８
８
（
い
や
や
！
）」

は
専
門
の
相
談
員
が
ト
ラ
ブ
ル
解
決
を
支
援

し
ま
す
。

Ｑ
：
商
品
の
欠
陥
や
不
具
合
が
起
き
て
い
る

か
確
認
す
る
情
報
サ
イ
ト
は
あ
り
ま
す
か
？

Ａ
：
消
費
者
庁
が
「
リ
コ
ー
ル
情
報
サ
イ
ト
」

を
開
設
し
て
お
り
、
子
ど
も
向
け
製
品
の
リ

コ
ー
ル
情
報
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
０
歳
か
ら
６
歳(

小
学
校
に
入
学

前
の
未
就
学
児)

の
子
ど
も
を
持
つ
保
護
者

の
方
向
け
に
、
予
期
せ
ず
起
こ
り
や
す
い
事

故
と
そ
の
予
防
法
、
も
し
も
の
と
き
の
対
処

法
の
ポ
イ
ン
ト
を
ま
と
め
た
事
故
防
止
ハ
ン

ド
ブ
ッ
ク
も
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

子どもを事故から守る！
事故防止ハンドブック

消費者庁
「リコール情報サイト」

国民生活センター HP　
樹脂製の折りたたみ式踏み台での指挟みに注意－乳幼児
が手指の先を切断する事故が発生しています－より抜粋

折りたたみ式踏み台の例（事故商品とは異なります）

「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

 

控
除
証
明
書
」
が
発
行
さ
れ
ま
す

年
末
調
整
・
確
定
申
告
ま
で
大
切
に
保
管
し

ま
し
ょ
う

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税
お
よ
び
住

民
税
の
申
告
に
お
い
て
全
額
が
社
会
保
険
料

控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
そ
の
年
の
１
月

１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
に
納
付
し
た
保
険

料
が
対
象
で
す
（
過
去
の
年
度
分
や
追
納
さ

れ
た
保
険
料
も
含
ま
れ
ま
す
）。

　
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、

納
付
し
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
の
添
付
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
本
年
１
月
１
日
か
ら
９
月
30

日
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ

れ
た
方
に
つ
い
て
は
「
社
会
保
険
料
（
国
民

年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
が
11
月
上
旬

に
日
本
年
金
機
構
本
部
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す

の
で
、
年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
に
は
必

ず
こ
の
証
明
書
（
ま
た
は
領
収
証
書
）
を
添

付
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
10
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の

間
に
今
年
は
じ
め
て
国
民
年
金
保
険
料
を
納

付
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
、
来
年
２
月
上
旬

に
送
付
さ
れ
ま
す
。

　
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控

除
証
明
書
」
に
つ
い
て
の
ご
照
会
は
、
控
除

証
明
書
の
は
が
き
に
表
示
さ
れ
て
い
る
年
金

事
務
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
で
年
金
の
通
知
書
を
電
子

デ
ー
タ
で
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す

　
確
定
申
告
・
年
末
調
整
に
必
要
な
通
知
書

の
電
子
デ
ー
タ
を
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
で
受

け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ

ル
で
受
け
取
っ
た
電
子
デ
ー
タ
は
ｅ

－

Ｔ
ａ

Ｘ
を
利
用
し
た
確
定
申
告
を
行
う
際
に
取
り

込
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
電
子
デ
ー
タ
を
受

け
取
る
た
め
に
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
取
得
と
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
か
ら
ね
ん
き
ん

ネ
ッ
ト
へ
の
登
録
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
で
き
ま
す
！
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」

　
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
で
は
、
い
つ
で
も

ど
こ
で
も
年
金
記
録
を
確
認
で
き
、
年
金
の

免
除
申
請
や
、
将
来
の
年
金
受
給
見
込
額
の

試
算
等
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
日
本
年
金
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

詳　
細

日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

 
https://w

w
w

.nenkin.go.jp

帯
広
年
金
事
務
所
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冬
の
交
通
安
全
運
動
北
海
道
実
施
！

　
11
月
13
日
か
ら
11
月
22
日
ま
で
、
冬
の
交

通
安
全
運
動
北
海
道
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
今
の
時
期
は
早
朝
、
夜
間
に
路
面
が
凍
結

す
る
恐
れ
が
あ
る
た
め
、
ス

リ
ッ
プ
等
に
よ
り
交
通
事
故

が
多
発
し
ま
す
。
早
め
の
対

策
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

①
子
ど
も
・
高
齢
者
を
は
じ
め
と
す
る
歩
行

者
の
安
全
確
保

〈
運
転
手
編
〉

　
交
差
点
等
に
お
け
る
一
時
停
止
、
安
全
確

認
を
徹
底
す
る
と
と
も
に
、
子
ど
も
の
飛
び

出
し
や
高
齢
者
の
道
路
横
断
に
も
対
応
で
き

る
よ
う
安
全
な
速
度
で
運
転
し
ま
し
ょ
う
。 

〈
歩
行
者
編
〉

　
道
路
を
横
断
す
る
と
き
は
、
横
断
歩
道
や

交
差
点
で
横
断
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

外
出
す
る
と
き
は
明
る
い
服
装
を
心
が
け
反

射
材
用
品
等
を
身
に
着
け
ま
し
ょ
う
。

②
ス
リ
ッ
プ
事
故
防
止
と
全
席
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
着
用

　
ス
リ
ッ
プ
事
故
を
防
止
す
る
た
め
、
次
の

こ
と
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
全
席
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
着
用
を
徹

底
し
ま
し
ょ
う
。

・
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
へ
の
交
換

・
運
転
の
感
覚
を
夏
道
か
ら
冬
道
に

・
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
と
早
め
の
ブ
レ
ー
キ

・
山
間
部
や
橋
の
上
、
ト
ン
ネ
ル
付
近
の
凍

結
の
危
険
を
予
測
し
た
安
全
運
転

③
飲
酒
運
転
の
根
絶

　
飲
酒
運
転
は
悪
質
で
重
大
な
犯
罪
で
あ
る

と
の
認
識
を
持
ち
、
二
日
酔
い
運
転
を
含
め

て
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

　
同
乗
者
の
方
は
、
運
転
手
の
飲
酒
状
態
を

確
か
め
、
二
日
酔
い
状
態
も
含
め
て
、
酒
気

を
帯
び
て
い
る
人
に
は
絶
対
に
運
転
さ
せ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
「
飲
酒
運
転
を
し
な
い
、
さ
せ
な
い
、
許

さ
な
い
、
そ
し
て
見
逃
さ
な
い
」
を
合
言
葉

に
飲
酒
運
転
を
無
く
し
ま
し
ょ
う
。

ハ
ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー
運
動
を

実
践
し
ま
し
ょ
う
！

　
自
動
車
で
仲
間
と
飲
食
店
な
ど
へ
行
く
場

合
は
、
お
酒
を
飲
ま
な
い
人
（
ハ
ン
ド
ル
キ

ー
パ
ー
）
を
決
め
、
そ
の
人
が
仲
間
を
自
宅

ま
で
送
り
届
け
る
運
動
で
す
。

詳
細　
役
場
住
民
課
住
民
生
活
担
当
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11
月
30
日
は
い
い
看
取
り
・
い
い
看
取
ら
れ
の
「
人
生
会
議
」
の
日

も
し
も
の
と
き
の
た
め
に「
人
生
会
議
」

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か

人
生
会
議
と
は
？

　
「
人
生
会
議
」
と
は
、
ア
ド
バ
ン
ス
・
ケ

ア
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
の
愛
称
で
す
。

　
ア
ド
バ
ン
ス
・
ケ
ア
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
と

は
、
あ
な
た
の
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
や
望

み
、
ど
の
よ
う
な
医
療
や
ケ
ア
を
望
ん
で
い

る
の
か
に
つ
い
て
、
自
ら
考
え
、
ま
た
、
あ

な
た
の
信
頼
す
る
人
た
ち
と
話
し
合
う
こ
と

を
い
い
ま
す
。

　
も
し
、
生
き
る
こ
と
が
限
ら
れ
て
い
る
と

し
た
ら
、
あ
な
た
は
ど
ん
な
こ
と
を
大
切
に

し
た
い
で
す
か
？

　
ま
た
、
あ
な
た
が
大
切
に
し
て
い
る
方
が
、

重
体
や
重
篤
に
な
っ
た
と
き
、
あ
な
た
は
ど

う
考
え
、
感
じ
る
で
し
ょ
う
か
？

誰
で
も
、
い
つ
で
も
、
命
に
関
わ
る
大

き
な
病
気
や
ケ
ガ
を
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
命
の
危
機
が
迫
っ
た
状
況
に
な
る
と
、

約
70
％
の
方
が
、
こ
れ
か
ら
の
医
療
や
ケ
ア

な
ど
に
つ
い
て
自
分
で
決
め
た
り
、
人
に
伝

え
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
も
し
も
、
あ
な
た
が
そ
の
よ
う
な
状
況
に

な
っ
た
と
き
、
家
族
な
ど
あ
な
た
の
信
頼
で

き
る
人
が
「
あ
な
た
な
ら
、
た
ぶ
ん
、
こ
う

考
え
る
だ
ろ
う
」
と
あ
な
た
の
気
持
ち
を
想

像
し
な
が
ら
、
医
療
・
ケ
ア
チ
ー
ム
と
医
療

や
ケ
ア
に
つ
い
て
話
し
合
い
を
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
そ
の
場
合
、
あ
な
た
の
信
頼

で
き
る
人
が
、
あ
な
た
の
価
値
観
や
気

持
ち
を
よ
く
知
っ
て
い
る
こ
と
が
、
重

要
な
助
け
と
な
り
ま
す
。
あ
な
た
の
希

望
や
価
値
は
、
あ
な
た
の
望
む
生
活
や

医
療
・
ケ
ア
を
受
け
る
た
め
に
と
て
も

重
要
な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

全
て
の
人
が
、
人
生
会
議
を
し
な
く
て

は
な
ら
な
い
と
い
う
わ
け
で
は
、
決
し
て
あ

り
ま
せ
ん
。
あ
く
ま
で
、
個
人
の
主
体
的
な

行
い
に
よ
っ
て
考
え
、
進
め
る
も
の
で
す
。

知
り
た
く
な
い
、
考
え
た
く
な
い
方
へ
の
十

分
な
配
慮
が
必
要
で
す
。

　
一
方
で
人
生
会
議
を
重
ね
る
こ
と
で
、
あ

な
た
が
自
分
の
気
持
ち
を
話
せ
な
く
な
っ
た

「
も
し
も
の
と
き
」
に
は
、
あ
な
た
の
心
の

声
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
け
が
え
の
な

い
も
の
に
な
り
、
そ
し
て
、
ま
た
、
あ
な
た

の
大
切
な
人
の
心
の
負
担
を
軽
く
す
る
で
し

ょ
う
。

話
し
合
い
の
進
め
方

　
心
身
の
状
態
に
応
じ
て
意
思
は
変
化
す
る

こ
と
が
あ
る
た
め
、
何
度
で
も
、
繰
り
返
し

考
え
、
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

　
あ
な
た
の
心
身
の
状
態
に
応
じ
て
、
か
か

り
つ
け
医
等
か
ら
あ
な
た
や
家
族
等
へ
適
切

な
情
報
の
提
供
と
説
明
が
な
さ
れ
る
こ
と
も

重
要
で
す
。
話
し
合
い
、
希
望
を
伝
え
た
後

で
も
、
い
つ
で
も
内
容
を
訂
正
す
る
こ
と
が

可
能
で
す
。
ま
た
、
自
分
の
考
え
を
整
理
し

直
し
、
必
要
に
応
じ
て
主
治
医
や
家
族
と
話

し
ま
し
ょ
う
。

詳　
細

　
役
場
福
祉
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
25

－

９
２
０
０

あなたが大切にして
いることは何ですか？

あなたが信頼してい
る人は誰ですか？

信頼している人や医療 ・ ケ
アチームと話し合いましたか？

話し合いの結果を大切
な人たちに伝えて共有
しましたか？

１

３
４

２

厚労省ＨＰ

話し合いの進め方（例）

何度でも、繰り返し考え、話し合いましょう

足
寄
町
成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

足
寄
町
成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

　
町
成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
本
別

ひ
ま
わ
り
基
金
法
律
事
務
所
の
弁
護
士
に
よ

る
無
料
法
律
相
談
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。  

　
相
談
内
容
に
つ
い
て
は
限
定
せ
ず
「
住
ま

い
に
関
す
る
こ
と
」

「
夫
婦
こ
ど
も
の
問

題
」「
相
続
・
遺
言
」

「
負
債
の
整
理
」
な

ど
困
り
ご
と
を
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

開
催
日　
令
和
５
年
１
月
12
日
、
３
月
９
日

時　
　
間　
午
後
１
時
～
４
時

※
お
１
人
30
分
程
度
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

開
催
場
所　
町
社
会
福
祉
協
議
会

相
談
受
付　
事
前
予
約
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

各
開
催
日
の
１
週
間
前
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
必
要
事
項
を
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

料　
　
金　
相
談
料
は
無
料
（
業
務
を
委
任

し
た
場
合
は
、
別
途
料
金
が
か
か
り
ま
す
）。

　「
成
年
後
見
制
度
と
い
う
言
葉
は
よ
く
耳

に
す
る
け
ど
、
内
容
が
よ
く
分
か
ら
な
い
」

と
い
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
今
回
は

成
年
後
見
に
関
す
る
よ
く
あ
る
質
問
に
つ
い

て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　〈
成
年
後
見
制
度
と
は
？
〉

　
知
的
障
が
い
や
精
神
障
が
い
・
認
知
症
な

ど
に
よ
り
独
り
で
決
め
る
こ
と
に
不
安
や
心

無
料
法
律
相
談
開
催
の
お
知
ら
せ

詳　
細　
町
成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー

 

（
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

開
設
時
間

平
日
：
午
前
８
時
35
分
～
午
後
５
時
５
分

　
　
　
土
・
日
・
祝
日
・
年
末
年
始
は
除
く
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配
の
あ
る
人
が
い
ろ
い
ろ
な
契
約
や
手
続
き

を
す
る
と
き
に
お
手
伝
い
す
る
制
度
で
す
。

　
成
年
後
見
人
な
ど
が
気
持
ち
を
確
か
め
な

が
ら
、お
金
の
使
い
方
や
い
ろ
い
ろ
な
契
約・

手
続
き
を
助
け
て
く
れ
ま
す
。

〈
ど
ん
な
人
が
「
成
年
後
見
人
」
に
な
る

の
？
〉

　
成
年
後
見
人
に
は
、家
族
や
親
戚
の
ほ
か
、

福
祉
や
法
律
の
専
門
家
な
ど
が
な
り
ま
す
。

ま
た
、専
門
的
な
勉
強
を
し
た
地
域
の
人（
市

民
後
見
人
）
や
後
見
を
し
て
く
れ
る
法
人
な

ど
が
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

〈
成
年
後
見
人
は
ど
ん
な
こ
と
を
し
て
く

れ
る
の
？
〉

・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
・
介
護
の
手
続
き
や
契
約

の
お
手
伝
い

・
よ
く
分
か
ら
ず
に
し
た
契
約
の
取
り
消
し

・
定
期
的
な
訪
問
や
状
況
の
確
認

・
入
院
や
施
設
へ
の
入
所
の
お
手
伝
い

・
保
険
料
や
税
金
の
支
払
、
必
要
な
お
金
の

出
し
入
れ
の
お
手
伝
い　
　
な
ど

障
が
い
や
認
知
症
の
程
度
に
よ
っ
て
、
支

援
し
て
も
ら
え
る

こ
と
が
変
わ
り
ま

す
。

〈
成
年
後
見
人
に
お
願
い
で
き
な
い
こ
と

は
？
〉

・
食
事
を
作
る
、
掃
除
を
す
る

・
手
術
を
す
る
、
し
な
い
こ
と
を
決
め
る

・
実
際
に
介
護
を
す
る　
　
な
ど

〈
自
分
の
お
金
は
自
由
に
使
え
る
の
？
〉

　
普
段
使
う
日
用
品
の
買
い
物
は
自
由
に
で

き
ま
す
。
成
年
後
見
人
は
大
切
な
お
金
を
守

り
、
お
金
を
ど
の
よ
う
に
使
う
か
の
お
手
伝

い
を
し
ま
す
。

〈
成
年
後
見
制
度
は
途
中
で
や
め
る
こ
と

が
で
き
る
の
？
〉

　
一
度
、
成
年
後
見
制
度
を
利
用
す
る
と
症

状
の
回
復
が
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
途
中
で
や

め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

〈
お
金
は
か
か
る
の
？
〉

　

成
年
後
見
制
度
を
利
用
す
る
た
め
に
は
、

ま
ず
家
庭
裁
判
所
に
申
し
立
て
し
ま
す
。
そ

の
と
き
に
、
申
立
手
数
料
８
０
０
円
、
登
記

手
数
料
２
６
０
０
円
、
そ
の
他
の
費
用
と
し

て
連
絡
用
の
郵
便
切
手
代
や
鑑
定
料
な
ど
が

か
か
り
ま
す
。

　
ま
た
、
申
し
立
て
後
、
成
年
後
見
人
が
決

ま
り
制
度
の
利
用
が
始
ま
る
と
成
年
後
見
人

等
に
お
手
伝
い
し
て
も
ら
う
仕
事
に
対
し
て

家
庭
裁
判
所
が
決
め
た
お
金
（
報
酬
）
を
支

払
い
ま
す
。

　
成
年
後
見
制
度
の
利
用
に
つ
い
て
、
分
か

ら
な
い
こ
と
や
聞
き
た
い
こ
と
が
あ
れ
ば
気

軽
に
町
成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　　
令
和
４
年
３
月
25
日
に
「
第
二
期
成
年
後

見
制
度
利
用
促
進
基
本
計
画
」
が
閣
議
決
定

さ
れ
ま
し
た
。
第
二
期
計
画
は
「
尊
厳
の
あ

る
本
人
ら
し
い
生
活
の
継
続
と
地
域
社
会
へ

の
参
加
を
図
る
権
利
擁
護
支
援
の
推
進
」
と

の
タ
イ
ト
ル
で
、
地
域
で
暮
ら
し
な
が
ら
成

年
後
見
制
度
を
利
用
す
る
方
々
が
「
本
人
ら

し
い
」
生
活
が
で
き
る
よ
う
支
援
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
町
成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
も

地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
支
援
を
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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足
寄
の
森
に
は
、
冬
に
葉
を
落
と
す
落
葉

広
葉
樹
が
自
生
し
、
ま
た
落
葉
針
葉
樹
で
あ

る
カ
ラ
マ
ツ
が
多
く
植
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

木
々
が
落
葉
し
山
々
か
ら
色
が
な
く
な
る
冬

の
光
景
は
、
ど
こ
か
寂
し
く
感
じ
ら
れ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
樹
木
の
葉
は
光
合
成
を
行

年
で
減
価
償
却
し
て
い
る
か
ら
だ
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
寂
し
い
冬
の
光
景
か
ら
も
木
々

の
生
き
方
の
違
い
が
見
え
て
き
ま
す
ね
。

詳　
細　
九
州
大
学
北
海
道
演
習
林

 

（
藤
山
美
薫
・
田
代
直
明
）
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い
、
太
陽
光
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

で
二
酸
化
炭
素
と
水
か
ら
糖

を
作
り
ま
す
。
こ
の
糖
を
原

料
に
幹
や
葉
な
ど
が
作
ら
れ

ま
す
が
、
冬
の
気
温
が
低
い

と
光
合
成
が
で
き
な
く
な
る

一
方
、
冬
を
越
せ
る
し
っ
か

り
し
た
葉
を
作
る
に
は
原
料

の
糖
＝
コ
ス
ト
が
か
さ
み
ま

す
。
で
す
の
で
落
葉
樹
は
、

ひ
と
夏
し
か
持
た
な
い
低
コ

ス
ト
の
葉
を
作
り
、
冬
に
落

と
す
と
い
う
無
駄
の
な
い
生

き
方
を
し
て
い
る
わ
け
で
す
。

で
は
ト
ド
マ
ツ
な
ど
が
冬
も

葉
を
着
け
て
い
る
の
は
な
ぜ

か
と
い
う
と
、
標
高
が
高
い

場
所
な
ど
で
、
さ
ら
に
夏
が

短
く
一
年
の
光
合
成
の
稼
ぎ

で
は
低
コ
ス
ト
の
葉
す
ら
作

れ
な
い
場
合
、
逆
に
高
コ
ス

ト
で
も
寿
命
の
長
い
頑
丈
な

葉
を
少
し
ず
つ
作
り
、
複
数

樹木の落葉樹木の落葉

42
Vol.

 
―
足
寄
高
等
学
校
―

未
来
に
輝
け
！

「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」

　
９
月
27
日
か
ら
29
日
に
町
内
外
32
カ
所
の

企
業
・
事
業
所
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
２
年

生
が
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
行
い
ま
し
た
。

普
段
の
学
校
生
活
で
は
得
ら
れ
な
い
体
験
を

し
、
生
徒
た
ち
に
と
っ
て
「
社
会
人
と
し
て

働
く
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
」
を
考
え
る
貴

重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
経
験
を
今
後
の
学
校
生
活
や
進
路
活

動
に
生
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」

　
10
月
13
日
に
今
年
最
後
の
行
事
と
な
る
マ

ラ
ソ
ン
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
秋
晴
れ
の
下
、
男
女
と
も
学
校
周

辺
の
５
周
６
㎞
の
特
設
コ
ー
ス
を
走
り
抜
け

ま
し
た
。
上
位
争
い
を
す
る
生
徒
か
ら
、
友

人
同
士
楽
し
み

な
が
ら
走
る
生

徒
、
励
ま
し
合

い
な
が
ら
走
る

生
徒
ま
で
、
参

加
し
た
生
徒
全

員
が
完
走
し
ま

し
た
。

「
リ
メ
ン
バ
ラ
ン
ス
デ
ー
」

　
皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
！
今
回
は
11
月

に
行
わ
れ
る
カ
ナ
ダ
の
歴
史
あ
る
行
事

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　
毎
年
11
月
11
日
は
「
リ
メ
ン
バ
ラ
ン

ス
デ
ー
（
戦
没
者
追
悼
記
念
日
）」
と
い

う
祝
日
で
す
。
１
９
１
８
年
11
月
11
日

に
第
一
次
世
界
大
戦
の
休
戦
条
約
が
結

ば
れ
た
こ
と
か
ら
戦
死
者
へ
の
敬
意
を

表
し
、
追
悼
す
る
祝
日
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
１
９
１
８
年
当
時
か
ら
「
ポ
ピ
ー

の
花
」
が
戦
死
者
を
追
悼
す
る
象
徴
の

争
記
念
館
で
は
首

相
を
は
じ
め
と
す

る
各
界
の
著
名
人

が
集
ま
り
、
盛
大

に
「
リ
メ
ン
バ
ラ

ン
ス
デ
ー
」
の
式

典
が
執
り
行
わ
れ

ま
す
。
式
典
に
は
実
際
に
過
去
の
戦
争

に
参
戦
し
た
兵
士
や
現
役
の
軍
隊
、
王

立
カ
ナ
ダ
騎
馬
警
察
な
ど
が
参
加
し
ま

す
。
式
典
で
は
国
歌
が
歌
わ
れ
、
黙
と

う
を
行
い
ま
す
。
そ
の
様
子
は
テ
レ
ビ

中
継
さ
れ
、
カ
ナ
ダ
国
民
全
員
が
参
加

す
る
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　
ウ
ェ
タ
ス
キ
ウ
ィ
ン
市
で
は
、
ド
リ

ル
ホ
ー
ル
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
で

同
様
の
式
典
が
行
わ
れ
ま
す
。
式
典
で

は
警
察
学
校
の
生
徒
た
ち
が
バ
グ
パ
イ

プ
を
演
奏
し
、
今
あ
る
日
常
の
平
和
を

も
た
ら
し
て
く
れ
た
戦
没
者
へ
の
感
謝

を
表
し
ま
す
。

　
「
リ
メ
ン
バ

ラ
ン
ス
デ
ー
」

は
私
た
ち
カ
ナ

ダ
人
に
と
っ

て
、
と
て
も
大

切
な
祝
日
の
一

つ
で
す
。

花
と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
第
一
次
世
界
大
戦
中

に
激
戦
地
と
な
っ
た
フ
ラ
ン

ダ
ー
ス
の
荒
れ
た
野
原
に
ポ

ピ
ー
の
花
だ
け
が
一
面
に
咲

き
、
そ
れ
を
見
た
カ
ナ
ダ
人

の
詩
人
が
そ
の
花
に
ち
な
ん

だ
戦
争
の
詩
を
書
い
た
こ
と

か
ら
ポ
ピ
ー
は
戦
死
者
を
悼

む
象
徴
の
花
と
な
り
ま
し
た
。

人
々
は
左
の
胸
に
ポ
ピ
ー
を

付
け
、
10
月
最
後
の
金
曜
日

か
ら
11
月
11
日
ま
で
戦
死
者

へ
追
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。

　
首
都
の
オ
タ
ワ
に
あ
る
戦

カ
ミ
ー
ル
・
エ
ス
ペ
リ
ー
タ

エ
コ
な
カ
ー
ラ
イ
フ
で
環
境
に
も
家
計
に
も
優
し
く

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
の
実
現
を
目
指
し
て　

第
７
回点

を
挙
げ
る
声
は
あ
り
ま
す
が
、
自
宅
で

の
充
電
や
急
速
充
電
器
の
普
及
、
車
載
電

池
の
大
容
量
化
な
ど
に
よ
り
、
そ
う
し
た

課
題
は
解
消
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
国
は
電
気
自
動
車
へ
の
転
換
を
強
力
に

支
援
す
る
と
し
て
お
り
、
補
助
金
や
税
制

優
遇
な
ど
の
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
ま

す
。
購
入
の
補
助
金
情
報
は
、
次
世
代
自

動
車
振
興
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
電
気
自
動
車
な
ん
て
私
に
は
関
係
な
い

と
思
わ
れ
る
方
も
、
車
を
利
用
す
る
の
で

あ
れ
ば
、環
境
に
も
家
計
に
も
優
し
い「
エ

コ
ド
ラ
イ
ブ
」
は
全
て
の
ド
ラ
イ
バ
ー
が

簡
単
に
で
き
る
取
り
組
み
で
す
。
国
の
関

係
機
関
で
構
成
さ
れ
る
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
普

及
連
絡
会
は
「
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
10
の
す
す

め
」
を
公
表
し
て
い
ま
す
。

　
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
が
発
行
す
る
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
な
ど
に
載
っ
て
い
ま
す
の
で
、

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の
参
考
に
し
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

詳　
細

役
場
経
済
課
商
工
観
光
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
担
当
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２
０
２
０
年
に
経
済
産
業
省
か
ら
「
２

０
３
０
年
代
半
ば
ま
で
に
は
新
車
と
し
て

販
売
さ
れ
る
乗
用
車
を
全
て
電
動
車
に
す

る
」
と
い
う
政
策
目
標
が
、
発
表
さ
れ
ま

し
た
。
ガ
ソ
リ
ン
や
軽
油
と
い
っ
た
化
石

燃
料
で
走
る
自
動
車
の
脱
炭
素
化
は
世
界

的
な
潮
流
と
な
っ
て
お
り
、
特
に
欧
米
や

中
国
で
は
ガ
ソ
リ
ン
車
や
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車

か
ら
電
気
自
動
車
へ
の
移
行
が
急
激
に
進

ん
で
い
ま
す
。

　
自
動
車
で
年
間
１
万
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を

走
る
と
仮
定
し
た
あ
る
試
算
で
は
、
ガ
ソ

リ
ン
車
の
燃
料
代
が
７
万
５
千
円
に
対

し
、
電
気
自
動
車
の
電
気
代
は
４
万
２
千

円
と
４
割
以
上
安
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、燃
料
消
費
に
伴
う
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
も
、

ガ
ソ
リ
ン
車
が
約
１
・
09
ト
ン
に
対
し
、

電
気
自
動
車
の
場
合
は
０
・
64
ト
ン
と
約

４
割
少
な
く
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
電
気
自

動
車
で
使
う
電
気
を
太
陽
光
発
電
な
ど
の

自
家
発
電
で
全
て
賄
う
と
、
排
出
量
は
ゼ

ロ
と
な
る
の
で
温
暖
化
対
策
の
効
果
は
さ

ら
に
大
き
く
な
り
ま
す
。

　
一
方
、
電
気
自
動
車
の
デ
メ
リ
ッ
ト
と

し
て
、
充
電
に
時
間
が
か
か
る
、
充
電
器

が
少
な
い
、
航
続
距
離
が
短
い
と
い
っ
た
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足寄町図書館「ルイカ」　
開　館　午前10時～午後６時
休　館　月曜・年末年始
　　　　特別図書整理期間
☎２５－３１８９
ＨＰ　https://www.town.ashoro.
hokkaido.jp/kyoiku-iinkai/oshokan/

火星観望会を開催します 本別町の特産品を
「第29回とかち大収穫市」で販売！

　本別町観光協会では、帯広市の藤丸百貨店で開
催される「第29回とかち大収穫市うまいもんまつり」
に出店します。
　特産品の豆加工品のほか、友好都市徳島県小松
島市の特産品も販売しますので、皆さんのお越し
をお待ちしています。
日時　11月10日㈭～15日㈫
　　　午前10時～午後７時（15日は午後４時まで）
場所　藤丸百貨店　７階催し会場

詳細　本別町役場企画振興課内
　　　本別町観光協会事務局
　　　☎２２－８１２１

　約２年２カ月ぶりに火星が接近します！最接
近日は12月１日です。
　赤く輝く火星を国内最大級のりくり望遠鏡で
観察します。火星表面の色や極冠などの模様を
じっくりとご覧ください。

開催日　　11月30日㈬～12月11日㈰
開館時間　午後１時～９時30分
※12月５日㈪、６日㈫は休館日です。

　予約不要。入館料のみ必要です。
　土曜、日曜、12月１日の午後７時30分から説
明会を開催します。
　夜は冷え込みますので、暖かい格好でお越し
ください。皆さんのご来館をお待ちしています。

詳細　銀河の森天文台　☎２７－８１００

●
文
学
賞
と
は
？

　
「
芥
川
賞
」
や
「
直
木
賞
」
と
い
っ
た
、

本
や
作
家
に
ま
つ
わ
る
賞
を
ご
存
じ
で
す
か
？

こ
れ
ら
は
文
学
賞
の
一
部
で
あ
り
、
文
学
賞

と
は
文
学
の
育
成
と
発
展
を
促
す
た
め
に
団

体
、
出
版
社
、
新
聞
社
等
の
機
関
が
優
秀
な

作
品
ま
た
は
作
家
に
贈
る
賞
の
こ
と
で
す
。

日
本
で
は
、
各
出
版
社
が
独
自
に
選
出
す
る

も
の
や
、
ジ
ャ
ン
ル
別
の
文
学
賞
な
ど
、
数

え
き
れ
な
い
ほ
ど
の
文
学
賞
が
あ
る
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
図
書
館
で
も
、
文
学
賞
で
受
賞

し
た
本
を
展
示
し
て
い
る
と
き
が
あ
り
ま
す

の
で
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
今
月
の
展
示

「
映
画
に
な
っ
た
本
」

「
冬
じ
た
く
」

「
部
活
動
」（
YA
コ
ー
ナ
ー
）

「
ク
リ
ス
マ
ス
」

「
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
大
賞
」

●
一
般
書

「
一
人
二
役
」 

佐
伯　
寿
英

「
真
夜
中
の
密
室
」

ジ
ェ
フ
リ
ー
・
デ
ィ
ー
ヴ
ァ
ー

「
悲
鳴
だ
け
聞
こ
え
な
い
」織

守　
き
ょ
う
や

「
ぷ
り
っ
つ
さ
ん
ち　
７
」松

本　
ぷ
り
っ
つ

「
家
事
は
大
変
っ
て
気
づ
き
ま
し
た
か
？
」

阿
古　
真
理

「
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
原
画
集
」

ウ
ォ
ル
ト　
デ
ィ
ズ
ニ
ー　
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ

ン　
ス
タ
ジ
オ

●
児
童
書

「
逃
走
中　
７
」 

小
川　
　
彗

「
ル
ル
と
ラ
ラ
の
テ
ィ
ラ
ミ
ス
」

あ
ん
び
る　
や
す
こ

「
お
い
し
い
魚
ず
か
ん
」 
上
田　
勝
彦

「
ジ
ブ
リ
の
食
卓
と
な
り
の
ト
ト
ロ
」

ス
タ
ジ
オ
ジ
ブ
リ

「
お
べ
ん
と
う
ば
こ
の
う
た
」

さ
い
と
う　
し
の
ぶ

「
い
ろ
い
ろ
の
り
も
の
の
り
た
い
な
」

お
お
で　
ゆ
か
こ

今
月
の
お
す
す
め

新　

着　

図　

書

　
詳
し
い
情
報
は
、
教
育
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の
足
寄
町
図
書
館
ル
イ
カ
コ
ー
ナ
ー
と

毎
月
第
４
金
曜
日
発
行
「
ル
イ
カ
つ
う
し
ん
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

お
知
ら
せ

道
内
事
業
者
等
事
業
継
続
緊
急
支
援
金
の
申

請
期
限
延
長
に
つ
い
て

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に

よ
る
売
り
上
げ
の
減
少
に
加
え
、
原
材
料
等

の
価
格
高
騰
に
よ
る
影
響
を
受
け
て
い
る
中

小
・
小
規
模
事
業
者
等
に
対
し
、
北
海
道
が

実
施
し
て
い
る
事
業
継
続
緊
急
支
援
金
の
受

付
期
間
が
延
長
と
な
り
ま
し
た
。

受
付
期
限　
12
月
23
日
㈮
ま
で

給
付
額　
中
小
・
小
規
模
事
業
者　
10
万
円

　
　
　
　
個
人
事
業
者　
５
万
円

詳
細　
北
海
道
事
業
継
続
緊
急
支
援
金
事
務

局
☎
０
１
１

－

３
５
０

－

６
７
１
１

北
海
道
最
低
賃
金
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

　
北
海
道
の
事
業
場
で
働
く
全
て
の
労
働
者

（
会
社
員
、
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
、
学
生

な
ど
働
く
全
て
の
人
）
お
よ
び
そ
の
使
用
者

に
適
用
さ
れ
る
北
海
道
最
低
賃
金
が
次
の
と

お
り
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

最
低
賃
金
額　
時
間
額　
９
２
０
円

効
力
発
生
年
月
日　
10
月
２
日

詳
細　
帯
広
労
働
基
準
監
督
署

☎
０
１
５
５

－

97

－

１
２
４
３

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
強
化
週
間

　
法
務
局
で
は
、
女
性
の
人
権
に
つ
い
て
の

専
用
相
談
電
話
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
」
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
女
性
に
対
す
る

夫
か
ら
の
暴
力
（
Ｄ
Ｖ
）
や
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
女
性
の
人
権
に
関
す
る

悩
み
を
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
11
月
18

日
か
ら
24
日
ま
で
は
「
全
国
一
斉
『
女
性
の

人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
』
強
化
週
間
」
で
す
。

期
間
中
は
、
平
日
の
受
付
時
間
を
延
長
し
て
、

土
日
も
対
応
し
ま
す
。

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

☎
０
５
７
０

－

０
７
０

－

８
１
０

受
付
時
間　
平
日
：
午
前
８
時
30
分
～
午
後

５
時
15
分
（
年
末
年
始
を
除
く
）

強
化
週
間
中
の
受
付
時
間　
午
前
８
時
30
分

～
午
後
７
時
ま
で
（
土
日
祝
日
は
午
前
10
時

～
午
後
５
時
ま
で
）

詳
細　
釧
路
地
方
法
務
局

☎
０
１
５
４

－

31

－

５
０
１
４

国
税
に
関
す
る
お
知
ら
せ

〇
令
和
５
年
10
月
に
消
費
税
の
イ
ン
ボ
イ
ス

制
度
が
始
ま
り
ま
す

　
イ
ン
ボ
イ
ス
と
は
、
売
手
が
買
手
に
対
し

て
、
正
確
な
適
用
税
率
や
消
費
税
等
を
伝
え

る
も
の
で
す
。
イ
ン
ボ
イ
ス
を
発
行
す
る
た

め
に
は
、
イ
ン
ボ
イ
ス
発
行
事
業
者
の
登
録

申
請
が
必
要
で
す
。

　
制
度
開
始
時
に
イ
ン
ボ
イ
ス
発
行
事
業
者

と
な
る
た
め
に
は
、
原
則
令
和
５
年
３
月
31

日
ま
で
に
登
録
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
開
始
前
に「
取
引
先
へ

の
登
録
番
号
の
通
知
」
や
「
請
求
書
フ
ォ
ー

マ
ッ
ト
の
見
直
し
」
等
の
準
備
が
必
要
と
な

る
た
め
、
登
録
を
予
定
さ
れ
て
い
る
方
は
早

期
の
登
録
申
請
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

〇
国
税
に
関
す
る
相
談
は
お
電
話
で
！

　
税
の
取
り
扱
い
・
申
告
手
続
き
な
ど
の
国

税
に
関
す
る
ご
質
問
や
ご
相
談
は
国
税
局
の

職
員
が
お
答
え
す
る
「
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
」

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

①
所
轄
の
税
務
署
に
電
話
を
か
け
ま
す

②
音
声
案
内
に
従
い
「
１
」
番
（
電
話
相
談

セ
ン
タ
ー
）
を
選
択

③
音
声
案
内
に
従
い
相
談
内
容
を
選
択

　
ま
た
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
個
人

の
方
の
国
税
相
談
と
し
て
「
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ

ト
」
の
設
置
、
よ
く
あ
る
国
税
の
質
問
に
対

す
る
一
般
的
な
回
答
と
し
て
「
タ
ッ
ク
ス
ア

ン
サ
ー
」
を
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

詳
細　
十
勝
池
田
税
務
署

☎
０
１
５

－

５
７
２

－

２
１
７
１

海
上
保
安
官
を
募
集
し
ま
す

受
付
期
間
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）　
11
月
17

日
㈭
ま
で

一
次
試
験
日　
11
月
27
日
㈰

二
次
試
験
日　
12
月
19
日
㈪

採
用
予
定
日　
令
和
５
年
７
月
１
日
㈯

詳
細　
第
一
管
区
海
上
保
安
本
部
釧
路
航
空

基
地
☎
０
１
５
４

－

57

－

４
１
１
８

Ⓗhttps://w
w

w
.kaiho.m

lit.go.jp/
recruitm

ent/

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒
を
募
集

募
集
資
格　
令
和
５
年
４
月
１
日
現
在
15
歳

以
上
17
歳
未
満
の
男
子

受
付
期
間　
推
薦　
12
月
２
日
㈮
ま
で

一
般　
令
和
５
年
１
月
６
日
㈮
ま
で

試
験
日　
推
薦　
令
和
５
年
１
月
５
日
㈭
～

７
日
㈯
の
う
ち
指
定
す
る
日

一
般　
一
次
：
令
和
５
年
１
月
14
日
㈯
ま
た

は
15
日
㈰　
二
次
：
令
和
５
年
１
月
28
日
㈯

ま
た
は
29
日
㈰

詳
細　
自
衛
隊
帯
広
募
集
案
内
所

☎
０
１
５
５

－

23

－

８
７
１
８

Ⓗhttps://w
w

w
.m

od.go.jp/pco/
obihiro/

募　

集

☎…電話番号
Ⓕ…ファクス
Ⓗ…ホームページ
Ⓜ…メールアドレス

図書館情報

ルイカからの
お知らせ

から町別陸 から町別本
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☆各学校の学習発表会を取材させてい
ただきました。各学校ともオリジナ
ル演劇や器楽演奏などを行い、観客
から大きな拍手が上がっていました。
感染対策のため限られた時間のなか、
児童が一生懸命に取り組む姿を見る
ことができました。

☆「アショロア」と「ベヘモトプス」
の化石が北海道天然記念物に指定さ
れました。ぜひ博物館に足を運んで
復元骨格を見てみましょう！

☆建設中の「温泉浴場」の愛称を11月
30日まで募集しています。応募フォ
ームを利用すると簡単に応募できま
す。町民の皆さんからの応募をお待
ちしています。

掲載を希望される方は、役場総務課総務室・広報広聴担当まで

小針　貫
かんたろう

太郎ち
  ゃ
   ん

� （令和２年12月22日生まれ）

　食べることが大好きで、満足
するまで絶対食卓を離れない貫
ちゃん。くるくるヘアーとふく
ふくほっぺがトレードマークで
す。たくさん食べてたくさん動
いて、大きくたくましく育って
ね。� 拓哉・麻梨子さ

んの子

矢野　矢野　京京
けいすけけいすけ

介介ち
  ゃ
   ん

� （令和２年11月11日生まれ）

　きょうすけではなく、けいす
けです。たぶん歌は歌えません。
カート、バンボ、だっこ紐…彼
を縛り付ける、あらゆる不自由
を憎み、自由を愛する男です。
令和の引田天功。
� 孝典・千鶴さ

んの子

今月の表紙

　10月20日㈭、21日㈮に行われた足寄小学校
学習発表会でのでのスナップです。
� （⇒７ページ）

ひとのうごき

10月末の住民基本台帳

人　口　　６，３８８　人　（－11)
　男　　　３，１５９　人　（－４)
　女　　　３，２２９　人　（－７)
世　帯　　３，３７２世帯（－６)
※住民基本台帳法の改正に伴い、外国人住民
を含んだ数値となっています。

　「うちの人気者」では小学校入学前のお子さ

んを毎月２～３人掲載しています。

　兄弟・姉妹で一緒に写っている写真もお待ち

しています！過去に掲載したお子さんも、掲載

後１年経過していれば掲載できます！

　掲載を希望される方は、町ホームページ投稿

フォームからお申し込みください！お問い合わ

せは役場総務課広報広聴担当まで。

☎２８―３８５０

うちの人気者
投稿フォーム


